
GENESIS松島計画とは︖

NPO法⼈気候ネットワーク ⼭本 元



松島⽕⼒ ⻑崎県 ⻄海市に⽴地



現在の設備

運営会社︓電源開発
最⼤出⼒︓50万kW×２基 合計100万kW
運転開始︓1981年

燃料種︓⽯炭
発電⽅式︓超臨界圧（SC）

年間排出量︓608万t-CO2※
※温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度

2017 年度データより



GENESIS計画概要

低効率な既設設備
40万kWを活⽤予定

ガス化設備を導⼊
⼤崎クールジェンと同等︖

２号機
⼯事開始︓2024年
運転開始︓2026年

１号機
2030年までに廃⽌︖



GENESISとは︖
• Gasification ENErgy & Sustainable Integrated Systemの略。
• GENESISには発⽣や起源といった意味もあり、Jパワーが培っ
てきたガス化技術を⽤いてカーボンニュートラルと⽔素社会実
現に繋がる新たな価値を⽣んでいく意味を込めている
（J-POWER GENESISとして商標登録出願中）

• 電源開発HPより
https://www.jpower.co.jp/news_release/2021/04/news2
10416_2.html

https://www.jpower.co.jp/news_release/2021/04/news210416_2.html


GENESIS松島計画
環境影響評価開始（2021/9/28）



発電所の環境影響評価（環境アセス）

電源開発作成 あらましより



電源開発 取材における説明
NHK⻑崎より（2021/10/8配信）
• 従前の⽐較的効率の悪い発電所に最新鋭の設備を⼀部トッピングし
て⾼効率化を図る。
• さらにはこの⾼効率化の先に、カーボンニュートラルというところ
に向けて、例えばバイオマス燃料だったり⼆酸化炭素を分離・回
収・貯留する技術だったり、最終的にカーボンゼロを⽬指していく。
• やはり“それってしょせん⽯炭だよね”という⾒⽅もできる。⼆酸化
炭素の排出量として減らしていくところを視野にいれている。従来
の⽯炭⽕⼒の延⻑という形ではないものを⽬指していく。
• 松島での導⼊を先進事例として、他の⽕⼒発電所でも同様の取り組
みを広げたいという考えを⽰した。



⽔素・アンモニア
なにからつくる︖ 化⽯︖or再エネ︖

出典：2050年カーボンニュートラルの実現に向けた検討

ブラウン水素
ブルー水素

グリーン水素



⽯炭⽕⼒ 稼働中・新設計画の動向

https://beyond-coal.jp/map-and-data/



⽯炭⽕⼒ フェードアウトが始まる…︖

⾼砂⽕⼒、⽵原⽕⼒3号
松島⽕⼒1-2号
⾮効率⽯炭⽕⼒
該当との認識を⽰す



⽯炭⽕⼒ 更新要望の動き
• 2020/11/20 ⻑崎新聞
「⾼効率設備に更新を」⻑崎県と⻄海市 松島⽕電で国に要望

• 2020/11/24 電気新聞
Jパワー松島 更新要望 ⻄海市など、IGCC化も

• ⻑崎県副知事、⻄海市市⻑、市議会議⻑、参議院議員が経産省
を訪問し、⽀援を要望したと報道あり。



⼭⼝宇部パワーの中⽌、
GENESIS松島計画始動（2021/4/16）

いずれも、電源開発株式会社プレスリリース



松浦市（⻑崎県）⽯炭⽕⼒存続 ⽀援要望

NHK2021年5⽉27⽇

地域経済への影響を懸念



地域経済への影響

2020/9/18
⽯炭⽕⼒検討ワーキンググループ

第3回 電源開発提出資料

公正な移⾏
（Just Transition）
雇⽤、地域への⽀援など



気候ネットワークHP
にて公開中

• 2050年温室効果ガス排出を実質ゼロ
⽇本も、その実現に向け、公正な移⾏を
議論すべきとき。
•世界各地で取り組まれている
「公正な移⾏」の事例を紹介。

ぜひ、ご活⽤下さい

https://www.kikonet.org/info/publication/just-transition-report

https://www.kikonet.org/info/publication/just-transition-report


今⽇の企画の流れ
1. 環境影響評価（環境アセス）ほか、どんなアクションをして、

なにを伝えてきたのか。現地でなにを聞いてきたのか。
→⼭崎鮎美さん（350NEW Eneration）

2. ⽯炭⽕⼒フェードアウト施策の不⼗分さ
国際的な流れ、国内情勢について
→平⽥仁⼦（気候ネットワーク）

3. 環境影響評価⼿続きにおける問題点と課題
発電所アセスのプロセスにおける問題について
→島村健さん（神⼾⼤学教授）


